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吉野川河口域を横断する「阿波しらさぎ大橋」の 

供用後のモニタリングを求める意見書 
 
日本自然保護協会は、1990 年代から河川生態系を分断する堰・ダムや河口域の埋め立て、

橋脚などの公共事業に対して保護活動を続けてきました。 
吉野川河口干潟を通過する東環状大橋に対しても、河口域の生物多様性を守るため十分

な環境アセスメントを行うことや事業の改善を求めてきました。東環状大橋が、「阿波しら

さぎ大橋」として 2012 年 4 月から供用が開始されたことを受け、以下の意見を申し述べま

す。 
 
吉野川河口域は、シギ・チドリ類の渡り鳥の生息地であり、シオマネキやルイスハンミ

ョウなどの絶滅危惧種が生息し、地域住民の自然とのふれあいの場となっています。 
全国で干潟が減少するなかで、環境省の「日本の重要湿地 500」に選定され、「東アジア・

オーストラリア地域シギ・チドリ類重要生息地ネットワーク」の参加地であるほか、2003
（平成 15）年から８年間にわたって行われた「東環状大橋（仮称）環境モニタリング調査」

でも、吉野川河口域が生物多様性の保全上重要な地域であることが明らかにされています。 
 
 このような貴重な河口干潟に「阿波しらさぎ大橋」を建設した県は、建設後の影響をモ

ニタリングする責任があります。県は、シギ・チドリ類をはじめとする自然環境への影響

について、モニタリングと評価の体制を整えるとともに、モニタリング結果を市民や研究

者に公開し、河口沿岸域の保全に努めるべきです。 
 
さらに、残された河口域には、四国横断自動車道をはじめとするこれ以上の開発を行う

べきではありません。 
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